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専修学校制度（学校教育法124条）制定から50年、かつ

て大学、短期大学に次ぐ第三の進学先と言われ誕生した専

門学校（専門課程を設置する専修学校）は、今日に至るまで、

産業・社会の動向を見据えながら、時には先取りしながら実

践的職業教育で数多くの専門人材を輩出している。約9万

人からスタートした、８分野（工業/農業/医療/衛生/教育・

社会福祉/商業実務/服飾・家政/文化・教養）に学ぶ学生数

は、1993年(701,649人)をピークに増減を経て現在55

万人以上、高等教育機関として一定のポジションを確立し

てきた。

DXに代表されるパラダイムシフト等、多様で不透明な変

化過程にある今、あらゆる業界における人材要件（知識・技

術・資格等）も同様、そこにグローバル対応と持続的人材不

足も重なり、業界連携教育を展開する専門学校の役割は決

して小さくない。また、学校教育法一部改正がなされ、制度

上の整備が大きく進みそうな専門学校への関心はより高ま

ると思われる。ここでは、専門学校の現状を「入口」「中身」

「出口」のエンロールメント・マネジメント的視点で整理し、

その進化変化について考察を試みたい。

令和6年度学校基本調査（文部科学省）によると、専門学

校在学者は558,255人、数年振りに増加（＋2,913人）に転

じ、入学者数は＋14,765で255,391人、高校卒業者から

の進学率も24%で大学（59.1％）と同じく過去最高となっ

た。しかし同進学者数（通信制含む）は−12,044人なので、

増えた入学者は高卒者以外となる。都道府県別では（図表

１）、入学者プラスエリアが1県（令和５年度）から関東、東

海、関西を中心に30都府県になり、近年増え続けている日

本語学習者の約85％が同エリアで学んでいた状況（令和５

年度日本語教育実態調査）から、留学生生受け入れの影響が

大きいと推察される。コロナ後の正常化と留学生促進政策

等でこの傾向は継続的に全国拡大へ、またリカレント・リス

キリング政策への対応から社会人入学者の増加も見込まれ

るため、学生募集ドメインのマルチ化（高校生・留学生・社会

人等）は加速必至と思われる。

また、分野別学生数にも様々な要素が反映されている。

上位３分野の推移（図表２）は、当初（1976年）「服飾・家政/

医療/工業」→ピーク時（1993年）「工業/商業実務/医療」

→最新（2024年）「医療/文化・教養/工業」。アパレル全盛・

IT革命・ペットビジネス等の産業変化、スポーツ・健康・医療

系急増の大学新設改組、XYZの世代交代等、その時々を

キャッチし職業教育に転換してきた。この即応力こそ専門

学校が培ってきた大きな強みであり、存在意義の1つと言

えるだろう。

さらに、「好きな事」「留学生」「大学」、３つのキーワードか

ら直近の分野別変化をまとめてみたい（図表３）。

ここ数年、世代特徴と保護者の関わり方変化から「自分の

好きな事を追求する」進路選択がメジャーになってきた。

比較的新しい学び分野が多い文化・教養に、その影響が強

い。例えば「動物」は愛玩動物看護師の国家資格化もあり増

加継続中、「その他（アニメ・声優等）・美術・外国語」等も好

調。また工業の「その他（ゲーム・CG・Web系等）」、コロナ禍

から脱した「旅行」（商業実務）も学生数を増やしている。

R6 − R5 令和６年度 令和５年度 R6 − R5 令和６年度 令和５年度

北海道 -525 9,888 10,413 滋　賀 16 580 564 

青　森 -123 664 787 京　都 313 5,738 5,425 

岩　手 -164 1,783 1,947 大　阪 911 27,827 26,916 

宮　城 169 7,335 7,166 兵　庫 1635 8,745 7,110 

秋　田 -27 524 551 奈　良 -18 859 877 

山　形 -90 730 820 和歌山 26 923 897 

福　島 25 1,900 1,875 鳥　取 -103 392 495 

茨　城 797 4,396 3,599 島　根 15 928 913 

栃　木 648 3,966 3,318 岡　山 73 3,664 3,591 

群　馬 635 4,737 4,102 広　島 448 5,376 4,928 

埼　玉 1125 8,847 7,722 山　口 -7 1,233 1,240 

千　葉 1263 9,465 8,202 徳　島 38 747 709 

東　京 3781 56,732 52,951 香　川 42 1,378 1,336 

神奈川 460 10,072 9,612 愛　媛 -28 1,784 1,812 

新　潟 -335 6,044 6,379 高　知 -157 900 1,057 

富　山 41 1,066 1,025 福　岡 2231 17,974 15,743 

石　川 -95 1,950 2,045 佐　賀 -61 1,161 1,222 

福　井 13 710 697 長　崎 -50 1,114 1,164 

山　梨 -55 934 989 熊　本 83 2,893 2,810 

長　野 134 2,652 2,518 大　分 46 1,429 1,383 

岐　阜 382 1,583 1,201 宮　崎 45 1,676 1,631 

静　岡 929 5,992 5,063 鹿児島 -37 2,418 2,455 

愛　知 -307 17,541 17,848 沖　縄 538 4,555 4,017 

三　重 85 1,586 1,501 （合計） 14765 255,391 240,626 
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図表１　都道府県別専門学校・入学者数 図表 2　専門学校分野別生徒数推移

文部科学省令和5・６年度学校基本調査より作成 引用：	 文部科学省「専修学校の振興に関する検討会議（第 12 回）配布資料２」、文部科学省「配付資料学校の質の保証・向上に関する調査研究協力者会議（第 31 回）配付資料３」、
令和 6 年度学校基本調査より数値引用作成
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専門学校の現状と今後への考察
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新たな変革を目指す専門学校。様々な数字からマーケットの現状を把握するとともに、
今後の進化の可能性についてまとめた。
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前述のような受け入れの高まりから、以前より留学生の

希望が多かった「自動車整備・情報処理」（工業）、「商業・経

営・情報」（商業実務）での入学者が増えている。出身国や経

年での差は生じ得るものの、今後は分野を拡大しながら一

学部等の大学志望層増加からか、「土木・建築」（工業）、「法律

行政」（文化・教養）が学生数を減らし続けている。

専門学校の学生数増減の要因は複雑化しているが、より

先進的で能動的な変化対応が必要とされている。

多くの専門学校は、「職業に必要な実践的かつ専門的な能

力を育成（職業実践専門課程定義抜粋：平成25年文部科学

省告示）」等を目指し、機敏に柔軟に教育を進化させている。

昨今では、DX進展に伴うIT系新設改組が全国の専門学校

で著しく、AI、IoT関連をはじめeスポーツ、ホワイトハッ

カー等、グローバルなトレンドや課題にも逸早く対応した

教育ソフトを開発・成長させ、次世代人材を養成している。

専門学校での職業教育が、未来産業や新しいマーケット拡

大に貢献していることは想像に難くない。

設置基準・認可主体・プロセス等、大学との制度的違いはあ

るものの、これを可能にしている背景の1つが、前述の職業

実践専門課程でも一部が要件定義、整理された企業連携での

実習・実技・演習等の実施、教員研修といったPDCA的に最新

化されるカリキュラム編成やマネジメント体制だろう。

層の増加が見込まれる。

専門学校分野と重なる学部学科の増加、理系シフト等の

影響が顕著だと考えられるのが「看護」に代表される医療分

野で、直近ではすべてが減少している。他にも、法学部、工

この課程には、全専門学校の41%、全学科（２年制以上）

の44%が文部科学大臣から認定を受けており（2024年3

月13日現在）、都道府県補助（2023年35都道府県）、教育

訓練給付金等の対象にもなっている。学生にとっては、よ

り実践的な知識・スキルを学びながら、目指す職業に向けた

準備が進められ、特に企業と共同で行うインターンシップ

（臨地実習）等は、学生の職業適性確認・意識向上にも重要な

役割を果たしている。

高度専門士（4年以上等要件で文部科学大臣が認定）が大

学（学士）と同じISCED６（OECD／Diagrams of education 

system）となり、職業教育の高度化長期化が注目を集めつ

つある。2005年に制度化された同認定学科は502（2024

年１月）、４年以上学科在籍者数は全体の１割を占め（図表

４）、減少傾向の総在籍者数に反して増加トレンドにある。

その構成内容は、創設時は理学・作業療法等「医療」が主だっ

たが、現在はIT・ゲーム・CG・自動車整備等の「工業」が上位と

なり、「医療」、音楽・デザイン・アニメ等の「文化・教養」が続いて

いる。デジタル化やコンテンツビジネス等産業構造変化、資

格制度変更等による学びの深化・広範化への対応と考えられ、

今後はNQF（National Qualifications Framework）等を見

据えた、更なる教育内容精査と成果検証が求められそうだ。

分野 全体 分野 全体 分野 全体

工業関係

計 1700

衛生関係

計 -664

服飾・家政関係

計 257
測量 23 栄養 -407 家政 0
土木・建築 -1569 調理 53 家庭 27
電気・電子 -75 理容 267 和洋裁 -53
無線・通信 27 美容 -229 料理 0
自動車整備 1504 製菓・製パン -124 編物・手芸 1
機械 -19 その他 -224 ファッションビジネス 299
電子計算機 -105

教育・社会福祉
関係

計 -1202 その他 -17
情報処理 933 保育士養成 -1012

文化・教養関係

計 4181
その他 981 教員養成 -436 音楽 -381

農業関係

計 -202 介護福祉 364 美術 719
農業 -274 社会福祉 -3 デザイン -45
園芸 -10 その他 -115 茶華道 -6
その他 82

商業実務関係

計 9830 外国語 537

医療関係

計 -10987 商業 3192 演劇・映画 -490
看護 -5907 経理・簿記 -34 写真 70
准看護 0 タイピスト 0 通訳・ガイド 495
歯科衛生 -448 秘書 1 受験・補修 0
歯科技工 -68 経営 1634 動物 2238
臨床検査 -432 旅行 2614 法律行政 -1991
診療放射線 -177 情報 2069 スポーツ -41
はり・きゅう・あんま -314 ビジネス -195 その他 3076
柔道整復 -633 その他 549
理学・作業療法 -2281
その他 -727
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図表 3　専門学校分野別生徒数増減（R6 確定値ー R5 確定値）

図表 4　専門学校 4 年以上生徒数推移 図表 5　専門学校卒業生の就職率（分野別 / 令和５年度間）

文部科学省令和５・６年度学校基本調査より作成

文化・教養関係

服飾・家政関係

商業実務関係

教育・社会福祉関係

衛生関係

医療関係

農業関係

工業関係

令和５年度間（全体）

令和４年度間（全体）

令和３年度間（全体） 72.0

75.6
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75.4

63.7

50.4 13.2 36.5

4.1 32.2

77.2

76.4 6.3 17.3
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1.4 9.1
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文部科学省令和５・6年度学校基本調査より作成
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者の多さ、担任（担当）制による先生との高い関係性、同じ職

業分野を目指す少人数制（クラス制）環境での良好な友人関

係、産学連携で業界スペシャリストも指導する実習中心教

育、学生生活全般にわたる手厚い支援等、専門学校の特長の

あらわれであり、調査（図表８）からもその実態はうかがえる。

エッセンシャル・ライフライン従事者育成、様々なトラン

スフォーメーションで変化するスキルセット対応、地域社

会に根差した人材輩出とリテンション、数年先を見越した

新しい専門職創造等、多くの職業教育的価値が認められる

専門学校は、冒頭に触れた来年4月施行予定の学校教育法

一部改正で法律的・制度的位置づけがより確立されると同

時に、今まで以上に多面的な評価を受ける可能性がある。

つまり、高等教育機関としての信頼性を学内外から問われ

続けることとなりそうだ。

この改正には、入学資格、単位制、専攻科、特定専門課程

（専門士）、質保証の5つが盛り込まれ、それぞれに大きなポ

テンシャルを内包している。

例えば単位制、「入口」ではリカレント・リスキリングを目

指した既卒者、科目等履修生等の受け入れ拡大、「中身」では

学年制にとらわれない十人十色の多様的学びの実現、「出

口」では大学はもちろん他の専門学校への編入学等、卒業後

の選択肢拡充、といったより細やかな学生伴走が可能に。

オンライン学習を導入することで、その有用性はさらに高

まりそう。

例えば質保証、大学同等項目（基準）での自己点検評価は、

学校種含む進路選択検討に有効かもしれない。さらに第三

者評価とその情報公開の積極導入により、情報不足が否めな

かった専門学校の学修成果等が可視化・発信され、高校（教

員・生徒）/保護者/企業等ステークホルダーからの適正再評

価（企業等での人事待遇含む）が期待できる。

今改正への対応とそのポジティブな利活用が、専門学校

の高等職業教育機関としての社会的価値を左右する、極め

て重要な機会となるだろう。

専門学校の学修成果は、資格取得率や就職率により示さ

れることも多く、これらは専門学校を評価する重要な指標

の1つになっている。

文部科学省調査によると、就職率は専門学校97.5％、大

学98.1%、短期大学97.4％（令和６年４月１日現在）で、学

校種における大きな差異は認められないが、分野別（図表

５）を見ると、関係分野就職率（全体）が大学（学士）分野別進

路別割合（専門的・技術的職業）31％（令和６年度／文部科

学省資料）を大きく上回っている（参考比較）。「医療」、「教

育・社会福祉」、「衛生」はほぼ９割とその専門性が際立って

おり、「文化・教養」は最も低い５割だが約４割の学生が進学

等就職以外の進路を選択。これは、専門学校での多様性浸

透や新たな学びへの接続といった目的・役割の変化と捉え

られる。

また、地元就職の高さも専門学校の特徴だろう（図表６）。

エッセンシャルワーカーをはじめ、地域産業を支え活性化さ

せる専門人材は政策文脈での重要度も高く、地方における人

材ポートフォリオに与える専門学校のインパクトは大きい。

いわゆる「グランドデザイン答申（2018年）」以降、学修者

本位の教育や支援が重要視され、大学評価基準でも「学生支

援」に関する内容がより充実される等、学生ニーズを満たす

様々な体制整備・改善が求められている。高等教育機関と

して、専門学校においてもそれは同様と考えられる。

学生からの評価に関して、文部科学省の調査（令和５年）

では、９割の専門学校生が満足と回答、学修内容や経験等全

般で非常に高い満足度を示した（図表７）。一概に比較はで

きないが、同世代の「大学生等に関する調査（2023年／就

職みらい研究所）」での満足値は生活全般約７割/学業約５

割の結果だった。これは、キャリアイメージを持った入学

図表 6　専門学校・大学卒業者における地元就職の状況 図表 7　あなたは、学校生活やそこで得られたもの ( 学んだことや経験、友人とのつながりなど ) にどの程度満足していますか。

（％）
県内の【大学】を卒業し、就職した者のうち、県内企業へ就職 ( 内定 ) した者の割合
県内の【専門学校】を卒業し、就職した者のうち、県内企業へ就職 ( 内定 ) した者の割合
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令和 5年 3月卒業者の状況
文部科学省専修学校教育振興室調べ ( 各県の労働局発表の就職内定状況調査より作成 )
引用： 文部科学省「専修学校制度の概要」
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全体（n=1456）

専門学校（n=1429）

高等専修学校（n=27）

大変満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 大変不満

37

53

53 36 9

37 8

33 30

注：2023 年 7 月～ 8 月実施調査で得られた回答結果 1,456 件に基づき、文章解析 AI より抽出された「 意見対象部 ( 何に対する意見なのか )」を集計した結果より作成。
引用：文部科学省 HP「＃知る専」https://shirusen.mext.go.jp/chousa/

順位 意見対象部 件数 順位 意見対象部 件数
1 先生 295 14  資格 18
2 自分 36 14 学費 18
2  実習 36 16  生徒の距離 15
2  友達 36 17 設備 12
5  勉強 34 17 行事 12
6 先生との距離 33 19 相談 11
7 実際 31 19 技術 11
7 この学校 31 19 先輩 11
9  私 30 22  距離 9

10 授業 29 22 質問 9
10 学校 29 22 施設 9
12 身 26
13 生徒 19

図表８　あなたが通学している学校について「この学校にして良かったなと思った出来事」を具体的に教えてください。

専門学校の現在地「出口」
学修成果と学生評価

まとめ
高等職業教育機関としての今後

①学修成果（就職）

②学生評価（学生満足度）
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https://souken.shingakunet.com/publication/collegemanagement/

